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念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
令
和
６
年
　
元
旦

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
議

員
は
年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
を

出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年

賀
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

議
　
　
　
長
　
大
　
石
　
哲
　
雄

副
　
議
　
長
　
正
　
垣
　
耕
　
平

議
　
　
　
員
　
井
　
渓
　
港
　
斗

　
　
〃
　
　
　
栗
　
田
　
八
　
郎

　
　
〃
　
　
　
平
　
田
　
美
　
穗

　
　
〃
　
　
　
山
　
本
　
哲
　
也

　
　
〃
　
　
　
家
根
谷
　
美
智
子

　
　
〃
　
　
　
中
　
井
　
照
　
恵

　
　
〃
　
　
　
吉
　
本
　
和
　
広

　
　
〃
　
　
　
谷
　
端
　
　
　
清

　
　
〃
　
　
　
松
　
井
　
孝
　
恵

　
　
〃
　
　
　
樫
　
木
　
正
　
行

  

議
会
ご
あ
い
さ
つ

屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
へ
の

空
調
設
備
設
置
な
ど
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
物
価
高
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
に
お
け
る
物
価
高
対
策

が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
と
し
て
は
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
皆
様

の
暮
ら
し
を
支
え
る
取
組
み
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
２
月
３
日
・
４

日
に
は
、
第
26
回
　
紀
州
口
熊

野
マ
ラ
ソ
ン
が
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
会
運
営
に
は

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
な
く
し
て
は
成
し
得
な
い
大

会
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
他
に
も
様
々
な
課
題
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、「
民
」
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
く
部
分
は
民
間
事

業
者
の
力
で
、「
官
」
に
お
い

て
実
施
す
べ
き
と
こ
ろ
は
行
政

が
責
任
を
持
っ
て
取
組
み
、
官

民
の
力
を
合
わ
せ
て
町
の
形
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
活
気
に
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
、
諸
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
長
の
奥
田
で
す
。

　
謹
ん
で
、
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

が
、
住
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
へ
大
き

く
の
し
か
か
っ
て
き
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
商
品
券

の
配
布
な
ど
に
よ
る
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
状
況
を
見
な
が
ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
さ

せ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
辰
年
で
す
。
辰
（
龍
）
か
ら
は
、

登
っ
て
い
く
、
上
が
っ
て
い
く
と
い
っ
た
印
象
を

抱
き
ま
す
。
ま
た
、「
漢
書
　
律り

つ
れ
き暦
志し

」
で
は
、「
辰
」

は
草
木
が
盛
ん
に
成
長
し
形
が
整
っ
た
状
態
を
表

す
よ
う
で
す
。
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
に
よ
る
経
済
状
況
が
回
復
し
、
活
気
が
戻
る

こ
と
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
成
長
し
町
の
形
を
整

え
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
年
に
す
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
南
紀
の
台
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
大

型
商
業
施
設
「
よ
っ
て
っ
て
」
の
建
設
予
定
が
ご

ざ
い
ま
す
。
救
馬
谷
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
民

間
事
業
者
に
お
け
る
造
成
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
完
成
し
た
暁
に
は
様
々
な
企
業
の
誘
致
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
の
取
組
み
と
し
ま
し
て
は
、（
仮
称
）
南
紀

の
台
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
築
や
、「
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
小
学
校
に
お
け
る

謹賀新年　令和６年

上富田町長　奥田　誠第 26 回紀州口熊野マラソン ２月３日・４日に開催！

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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上
富
田
町
定
住
促
進
住
宅
等
管
理
運
営
業
務
職
員  

募
集

上
富
田
町
消
防
団
出
初
式

　
町
で
は
、
定
住
促
進
住
宅
等
管
理
運
営
業
務
を
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

令
和
６
年
度　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

申
込
受
付
期
間

　
１
月
４
日
㊍
～
２
月
９
日
㊎

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

（
㊏
㊐
㊗
は
除
き
ま
す
。）

※
必
要
書
類
　
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
の
こ
と
）
１
通
・

採
用
選
考
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
１
通
（
上
富
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
）・
運
転

免
許
証
の
写
し

選
考
方
法

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

　
面
接
日
時
は
別
途
連
絡
い
た

し
ま
す
。

問 

建
設
課
　
管
理
班

　
　
　（
⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

任
期 

４
月
１
日 

か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日 

ま
で

対 

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林

に
関
心
の
あ
る
成
人
の
方
。

　
た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方

議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は

除
き
ま
す
。

〆 

２
月
９
日
㊎

　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

総
務
企
画
部 

企
画
調
整
課

林
政
推
進
係

☎
０
６
‐
６
８
８
１
‐
３
４
１
２

h
ttp

s://w
w

w
.rin

y
a

.m
aff.g

o
.jp

/k
in

k
i

/k
ik

ak
u
/m

o
n
ito

r/

in
d
ex

.h
tm

l

募
集
人
員 

　
１
名

業
務
内
容

　
住
宅
管
理
（
住
民
か
ら
の
修

繕
依
頼
対
応
、
共
同
施
設
の
管

理
・
清
掃
、
空
き
部
屋
の
管
理
、

夜
間
・
休
日
の
緊
急
対
応
等
）、

入
退
去
の
立
会
い
、
公
営
住
宅

の
管
理
補
助
等

任
用
期
間

　
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

※
業
務
日
に
つ
い
て
は
、
平
日

の
み
と
な
り
ま
す
が
、
緊
急

時
に
は
、
夜
間
・
休
日
勤
務

が
あ
り
ま
す
。

※
選
考
に
お
い
て
、
能
力
実
施

等
を
行
っ
た
上
で
、
再
度
任

用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間

　
８
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で

基
本
給

　
月
額
１
３
６
，
５
６
７
円
程
度

※
雇
用
保
険
・
健
康
保
険
へ
の

加
入
あ
り
。

応
募
資
格

　
草
刈
・
清
掃
・
点
検
作
業
が

行
え
る
方
、
普
通
運
転
免
許
証

を
有
す
る
方
　

　
上
富
田
町
消
防
団
の
出
初
式
を
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
す
。

時 

１
月
７
日
㊐
　
10
時
か
ら

※
午
前
９
時
に
、
消
防
団
招
集
の
サ
イ
レ
ン
を
吹す
い
め
い鳴

し
ま
す
。

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
上
富
田
町
役
場
駐
車
場

　 

富
田
川
河
川
敷
（
写
真
は
過
去
の
一
斉
放
水
の
様
子
）

内 

表
彰
式
・
観
閲
式
・
分
列
行
進
・
一
斉
放
水

※
一
斉
放
水
に
つ
い
て
は
、
11
時
30
分
頃
か
ら
予
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
進
行
状
況
に
よ
り
時
間
は
変
動
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
上
富
田
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
に
て
表
彰
式

の
み
執
り
行
い
ま
す
。

問 

総
務
課
　
庶
務
・
危
機
管
理
班
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発

行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い合わ

せください。

問 住民課 住民・環境班

　 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード　夜間窓口

時 1 月 11 日㊍・25 日㊍  19 時まで

場 役場特設窓口
　 （正面玄関を入ってすぐ）

内 カードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など



　
本
町
で
は
平
成
18
年
か
ら
、
町
民
の
方
で
障
害
の
あ
る
ご
本
人
や
、
障

害
の
あ
る
方
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
お
よ
び
支
援
者
か
ら
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
法
人
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
方
法
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

補
装
具
費
の
支
給

利 用 者 負 担

対象者 負担限度額（月額）

生活保護世帯 0 円

市町村民税非課税世帯 0 円

市町村民税課税世帯 37,200 円

原則１割負担（所得制限あり）

障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
事

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す

相 

毎
週
火
曜
日

時 

13
時
30
分
～

場 

上
富
田
町
役
場
内

　 

１
階
相
談
室

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で

の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

直
接
相
談
を
し
た
い
場
合

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者
相

談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
‐
１

☎
２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３
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す
る
場
合
ま
た
は
7
級
の
障
害

が
6
級
以
上
の
障
害
と
重
複
す

る
場
合
は
、
対
象
と
な
る
。）

申 

・
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

　 

（
再
交
付
）
申
請
書

・
診
断
書
（
所
定
の
診
断
書

で
指
定
医
師
が
作
成
し
た
も

の
）

・
写
真
1
枚 

縦
3
㎝
×

横
２．５
㎝ 

（
上
半
身
、
正
面
、

脱
帽
、
写
真
用
紙
に
印
刷
し

た
も
の
）

＊
和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
審

査
さ
れ
ま
す
。
交
付
ま
で
約

2
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
　

　
障
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
機

能
を
補
う
た
め
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
義

肢
、
装
具
、
車
椅
子
、
補
聴
器

等
の
購
入
・
借
受
け
や
修
理
の

費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支

給
し
ま
す
。

＊
補
装
具
の
種
類
に
よ
っ
て
、

対
象
者
や
基
準
額
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
さ

れ
る
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

＊
介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
方

で
用
具
の
種
目
が
重
な
る
場

合
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ

ま
す
。

＊
治
療
の
た
め
に
一
時
的
に
使

用
さ
れ
る
治
療
用
装
具
は
、

健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

た
め
、
補
装
具
費
の
支
給
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
申
請
前
に
購
入
さ
れ
た
も
の

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申 

・
補
装
具
費
支
給
申
請
書

　 

・
身
体
障
害
者
手
帳

　 

・
見
積
書

＊
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が

違
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ

る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
装
具
種
目
一
覧

【
身
体
障
害
者
・
児
共
通
】

　
義
肢
、
装
具
、
座
位
保
持
装

置
、
視
覚
障
害
者
安
全
つ
え
、

義
眼
、
眼
鏡
、
補
聴
器
、
人
工

内
耳
（
人
工
内
耳
用
音
声
信
号

処
理
装
置
の
修
理
の
み
）、
車

椅
子
、
電
動
車
椅
子
、
歩
行
器
、

歩
行
補
助
つ
え
、（
Ｔ
字
状
・

棒
上
の
も
の
を
除
く
）、
重
度

障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

【
身
体
障
害
児
の
み
】

　
座
位
保
持
椅
子
、
起
立
保
持

具
、
頭
部
保
持
具
、
排
便
補
助

具＊
種
類
に
よ
っ
て
は
、
和
歌
山

県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー
の
判
定
が
必

要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

申 

福
祉
課
福
祉
班

（
⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

F  

 

４
７
‐
４
０
０
５

　
身
体
障
害
者
手
帳
は
身
体
上

の
障
害
（
一
定
以
上
で
永
続
す

る
障
害
）
が
あ
る
人
に
対
し
て

交
付
し
ま
す
。

　
手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
の
種
別
と
程
度
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
（
補
装
具
や
そ

の
他
福
祉
制
度
等
）
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、
手
帳
交
付
時
に
配
布

す
る
「
障
害
児
者
福
祉
の
し
お

り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認
定
さ
れ
る
障
害

（
１
）
視
覚
障
害

（
２
）
聴
覚
ま
た
は
平
行
機
能

障
害
（
老
人
性
難
聴
含
む
）

（
３
）
音
声
・
言
語
ま
た
は
そ

し
ゃ
く
機
能
障
害

（
４
）
肢
体
不
自
由
（
上
肢
・

下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
等
）

（
５
）
内
部
障
害(

心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
機
能
・
ぼ
う
こ
う
ま

た
は
直
腸
機
能
・
小
腸
機
能
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
・
肝
臓
機
能
の
障

害)障
害
等
級

　
身
体
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
1
級
か
ら
6
級
ま
で
交
付

さ
れ
ま
す
。

（
7
級
の
障
害
は
、
単
独
で
は

交
付
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、

7
級
の
障
害
が
2
つ
以
上
重
複

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
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※
産
前
産
後
期
間
の
保
険
税
が

　
０
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

届
出
に
必
要
な
書
類

・
届
出
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど

概
要 

国
民
健
康
保
険
税
は
前

年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
し

ま
す
。
軽
減
は
離
職
者
本
人
の

前
年
の
給
与
所
得
を
30
／

100
と

し
て
税
額
を
算
定
し
ま
す
。

対 

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
（
倒
産
・
解
雇
等
に

よ
る
離
職
）

　 

・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離

職
者
（
雇
い
止
め
等
に
よ

る
離
職
）

　 

・
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未

満
の
方

期
間 

離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年

度
の
翌
年
度
末
ま
で

申 

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
役
場

税
務
課
（
⑥
番
窓
口
）
に
あ
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付
さ
れ
る

『
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
』
を

必
ず
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

 (

⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

時 
２
月
16
日
㊎
～

　
　
　
　  

　
３
月
15
日
㊎

　
　
　
※
土
日
祝
日
を
除
く

場 

田
辺
税
務
署
　
１
階

受
付 

９
時
～
16
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
終

　
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☎
０
７
３
９
‐
２
２
‐
１
２
５
０

※
２
月
15
日
ま
で
の
相
談
は
事

　
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
簡
単
・

便
利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
♪

対 

出
産
す
る
予
定
ま
た
は
出
産

し
た
国
保
被
保
険
者
の
方

（
令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
が
対
象
）

受
付
期
間

　
出
産
予
定
日
の
６
ヶ
月
前
か

ら
届
出
可
能

　（
出
産
後
の
届
出
も
可
能
）

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
以
上

　
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

　（
死
産
、
流
産
、
早
産
、
人

　
工
妊
娠
中
絶
を
含
む
）

内 

・
出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産

月
の
前
月
か
ら
、
４
ヶ
月

相
当
分
の
所
得
割
額
と
均

等
割
額

　 

・
双
子
な
ど
の
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
、
出
産
予
定
月
ま

た
は
出
産
月
の
３
ヶ
月
前

か
ら
、
６
ヶ
月
相
当
分
の

所
得
割
額
と
均
等
割
額

産
前
産
後
期
間
に

　
　
関
す
る
減
免
制
度

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、

次
世
代
育
成
支
援
等
の
観
点

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
出
産
す
る
際
、
産

前
産
後
の
保
険
税
を
軽
減
す

る
制
度
が
令
和
６
年
１
月
か

ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

非
自
発
的
失
業
者
に

　
　
関
す
る
減
免
制
度

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め

な
ど
非
自
発
的
な
離
職
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
へ
加
入

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
の
ご
案
内

税
務
署
に
お
け
る

確
定
申
告
書
作
成

会
場
開
設

‐
お
知
ら
せ
‐

【確定申告書等作成コーナー】



みんなおいでよ！
いっしょにあそぼ！

～おとな向き～

健康イベント開催!!
わく
　わく
わく
　わく

※ダンスだけではなく、
　体操も行います。
　体操への参加だけでも
　どうぞ！

リズム感のない職員も楽しめました！

リズムに合わせて太鼓を演奏するゲームです。
年齢に関係なく楽しめます!

1月15日㊊

13時30分　～　16時00分

上富田町役場２階　会議室

不要（当日ご来場ください）

時

場

申

　大人のみなさん、毎日わくわくしていますか?
　楽しい、うれしいと感じていますか?
閉じこもりがちな冬に、みんなで楽しめる健康イベントを
企画しました。ぜひご参加ください!
（開催期間中、出入り自由です。）

　歩く速度やリズム、バランスか
ら総合得点が出ます。ご自身の歩
き方のクセを知り、現状維持や改
善の方法を知ろう！
　意外なクセが見つかるかも？

みんなで楽しみましょう♪

歩行解析

　レッツ・ダンス!!

気づかなかった！

　　自分の歩き方の癖を知ろう！

～１４時３０分開始～ やってみよう！！

ドンダフルフェスティバル

みんなで

体組成計

で測定してみよう!

※注意事項※
測定は素足で測定します。ストッキングや
タイツでは測定出来ない項目があります。

開始時間が異なりますのでご注意ください。

●筋肉量　　●筋質点数
●体水分率　●体内年齢
　　　　　　　　　など

参加費 無料!!参加費 無料!!
ちょっと
うれしい
お土産付!

上富田町保健センター　☎ ４７－５３００ 主催：上富田町保健センター、住民課（保険班）、長寿課問
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
正
月
、
久
し
ぶ
り
に
帰
省

さ
れ
た
ご
家
族
の
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
遠
く
離
れ

て
い
て
、
様
子
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
と
こ
ろ
も
、
帰
省
し
て
み
て

少
し
様
子
が
違
う
な
と
思
わ
れ

た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト

 

①
動
作
に
注
意

　
テ
ー
ブ
ル
・
壁
な
ど
を
支
え

に
歩
く
。
転
倒
予
防
の
為
に
慎
重

に
動
作
を
行
う
事
は
大
事
で
す

が
、
体
力
が
低
下
し
て
い
る
サ
イ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
立
っ

た
時
や
歩
く
時
に
よ
ろ
め
く
な

ど
、
ふ
ら
つ
き
が
あ
る
場
合
は
、

体
力
の
低
下
だ
け
で
は
な
く
、
血

圧
な
ど
そ
の
他
、
体
調
面
で
も
変

化
が
な
い
か
注
意
が
必
要
で
す
。

②
日
常
生
活
に
注
意

　
も
と
も
と
き
っ
ち
り
し
て
い

た
方
が
、
食
器
を
食
器
棚
に
片

づ
け
て
い
な
か
っ
た
り
、
お
風

呂
好
き
だ
っ
た
の
に
、
お
風
呂

に
入
り
た
が
ら
な
か
っ
た
り
す

る
と
、
膝
や
腰
の
痛
み
か
ら
の

身
体
的
な
原
因
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
老
人
性
う
つ
な

ど
の
精
神
面
で
の
病
気
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

③
物
忘
れ
に
注
意

　
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た

り
、
冷
蔵
庫
の
中
に
同
じ
物
が

い
く
つ
も
あ
り
、
賞
味
期
限
切

れ
の
も
の
も
あ
る
。
料
理
の
味

付
け
が
変
わ
っ
た
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
も
し
か
し
た
ら
認
知

症
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
も
し
気
に
な
っ
た
事
が
あ

っ
た
場
合
は
、
病
院
へ
の
受
診

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

1
月
19
日
㊎

　
　 

14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

※
介
護
者
教
室
も
一
緒
に
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
通
り
カ

フ
ェ
は
開
い
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

１月１６日～２月１５日

　「ピラティス」とは、骨格を整えることで代謝を上げ、やせやすい身体づくりを目指すエクサ

サイズです。身体を引き締めて直接的にサイズダウンをするほか、骨格が整って内臓の代謝活動

が上がることで脂肪の燃焼量もアップ！やせやすい身体づくりを目指します。冷えやむくみの解

消、自律神経を調節するといった効果も期待できます。

時

場

定

申

費

講師

１月３１日㊌ ・２月８日㊍　13時30分～15時00分まで
上富田町保健センター２階

　　ピラティス インストラクター　　林 望 先生

２０名（先着順）　定員になり次第締め切ります。

上富田町保健センターへ電話申込

参加費無料

～全２回にご参加いただくメニューです♪～

楽しみながら健康づくり！
ピラティスを楽しもう（全２回）
楽しみながら健康づくり！

ピラティスを楽しもう（全２回）
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住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

変
化
に
ご
注
意

行事名  日　程 場　　所 対　　象

２歳児相談 1月17日㊌

上富田町

保健センター

令和 ３ 年 7 月・8 月生まれの方

３歳児健診 1月24日㊌ 令和 2 年 7 月・8 月生まれの方

１歳半健診 2月7日㊌ 令和 4 年 6 月・7 月生まれの方

4か月健診
2月14日㊌

令和 5 年 10 月生まれの方

10か月健診 令和 5 年 ３ 月生まれの方

育児相談(2か月)
2月15日㊍

令和 5 年 12 月生まれの方

育児相談(1歳) 令和 5 年 1 月生まれの方
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年
頭
の
ご
挨
拶

　  

教
育
長
　
宮
内
　
一
裕

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
よ
き
お
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
教
育
行
政
、

学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
全

般
に
わ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

◎
学
校
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
私
た
ち
の
生
活
だ
け
で

な
く
、
学
校
教
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
５
月
に
感
染
症
法
上
２
類
相

当
か
ら
５
類
へ
移
行
に
な
り
、

様
々
な
制
限
が
な
く
な
る
な

ど
、
対
応
が
大
き
く
変
化
し
、

学
校
で
は
通
常
に
近
い
形
で
教

育
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早

ま
り
、
学
級
閉
鎖
や
学
校
閉
鎖

な
ど
に
至
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
な
が

ら
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
収
束
し
た
訳
で
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
併
せ
て
ご
注
意
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
の
猛
暑
は
大
変
厳

し
く
運
動
場
で
の
活
動
は
大
き

な
制
限
を
受
け
ま
し
た
が
、
体

育
館
の
中
で
も
相
当
な
暑
さ
で

活
動
に
影
響
が
出
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
教
室
同
様
に
、
体
育

館
へ
も
空
調
設
備
を
取
り
付
け

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
２
年
程
度
を
か
け
て
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
年
数
が

経
っ
た
古
い
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
空
調
設
備
の
取
り
付
け
工

事
は
行
わ
ず
、
空
調
設
備
付
き

の
体
育
館
を
新
設
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
運
動
会
や
体
育
祭
に
つ
い
て

は
、
各
校
の
行
事
等
の
関
係
上
、

１
学
期
に
実
施
し
た
学
校
が
半

数
を
超
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
修
学
旅
行
は
２
学
期
に
実

施
す
る
学
校
が
増
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
、
変
更
し

て
い
た
行
き
先
は
、
以
前
の
よ

う
に
小
学
校
は
関
西
方
面
へ
、

中
学
校
は
東
京
方
面
へ
と
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
は
、

学
校
生
活
の
思
い
出
の
一
つ
に

な
る
と
と
も
に
、
大
き
な
教
育

的
意
義
を
持
ち
ま
す
の
で
無
事

実
施
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
で

す
。

◎
社
会
教
育

　
社
会
教
育
の
場
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
の
変
更
を
受
け
て
、
様
々
な

事
業
が
従
来
通
り
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
会

館
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
県
美

術
展
が
開
催
さ
れ
た
他
、
か
み

と
ん
だ
健
康
福
祉
と
文
化
の
ま

つ
り
で
は
千
二
百
名
を
超
え
る

入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
上
富
田
町
で
は
昨
年
か
ら
成

人
式
を
「
二
十
歳
を
祝
う
式
典
」

に
名
称
変
更
し
た
上
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
以
前
の
よ

う
に
上
富
田
中
学
校
の
生
徒
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
共
に

二
十
歳
の
門
出
を
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
南
紀
の
台
地
区
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
今
年
か
ら
建
築
工
事
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
工
事
中

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
完
成
時
に
は
、

地
域
住
民
の
学
習
機
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
社
会

教
育
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
避

難
所
等
の
災
害
時
に
お
け
る
防

災
機
能
を
有
す
る
場
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
が
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
文
化
活
動
、
公
民
館
活

動
等
の
事
業
に
安
全
で
安
心
し

て
参
加
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
町
教
育
行
政

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
町

の
活
性
化
が
図
れ
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
良
き
お
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
町
教
育
行
政
、
学
校

教
育
並
び
に
生
涯
学
習
の
振
興

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

教
育
長
職
務
代
理

　
　
　
　
　
　
池
田
　
千
秋

教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
栗
田
　
宏
美

　
　
　
　
　
　
植
本
　
宣
孝

　
　
　
　
　
　
深
見
　
将
史

ご
あ
い
さ
つ
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今
朝
の
空
閉
ぢ
込
め
て
ゐ
る
氷
か
な

鉾
杉
の
間
よ
り
月
上
ぐ
初
湯
か
な
　

墨
を
す
る
孫
と
並
び
て
筆
は
じ
め
　

姉
踏
め
ば
妹
も
つ
い
て
麦
を
踏
む
　

初
日
浴
ぶ
二
つ
並
び
し
力
石
　
　
　

一
寸
触
る
る
掴
ま
れ
さ
う
な
仏
手
柑

頬
に
触
る
る
鷹
の
矢
羽
根
や
弓
始
　

初
詣
孫
の
柏
手
愛
ら
し
き
　
　
　
　

大
社
雪
の
し
づ
く
の
太
太
と

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

下
平
百
美
子

山
本
　
陽
子

　
　
　
　

大
丈
夫　

不
安
な
日
は
き
っ
と

誰
か
い
る

大
丈
夫

さ
み
し
い
日
は
き
っ
と

誰
か
い
る

大
丈
夫　

一
人
の
日
は
き
っ
と

誰
か
が
さ
さ
え
て
く
れ
る
。

大
丈
夫　

絶
対
。
君
の
周
り
に
は

誰
か
い
る
。

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

小
春
日
に
幟
は
た
め
く
岡
街
道
こ
の
風
景
を
行
く
末
ま
で
も山

口
さ
と
江

蒔
く
種
に
土
を
擡
げ
て
都
草
よ
口
熊
野
路
の
こ
の
道
の
辺
に稲

田
　
和
代

こ
の
頃
は
時
の
は
や
さ
に
つ
い
て
け
ず
開
き
直
っ
て
自
分
ペ
ー
ス
で

稗
田
　
満
代

　
広
報
12
月
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
令
和
５
年
度
上
富
田
町

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
紹
介
」
に
お
い
て
、
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
◆
中
学
生
の
部
　【
入
選
】
不
安
の
答
え
を
見
つ
け
た
　
神
屋
　
新

【
正
】
◆
中
学
生
の
部
　【
入
選
】
不
安
の
答
え
を
見
つ
け
に
　
神
屋
　
新

お
詫
び

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今
月
の
ベ
ス
ト
テ
ン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

続　窓ぎわのトットちゃん

星を編む

科学がつきとめた「運のいい人」

頭のいい人が話す前に考えていること

思い出の屑籠

還暦不行届

あなたが誰かを殺した

椿ノ恋文

とにかく仕組み化　人の上に立ち続けるための思考法

加藤家の食卓

黒柳　徹子　

凪良　ゆう　

中野　信子　

安達　裕哉　

佐藤　愛子　

安野　モヨコ

東野　圭吾　

小川　糸　　

安藤　広大　

加藤　綾菜

　　　　講談社 

　　　　講談社 

サンマーク出版

ダイヤモンド社

　中央公論新社

　　　　祥伝社

　　　　講談社

　　　　幻冬舎

ダイヤモンド社

　　　アスコム

　あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。

　新年は1月4日㊍から開館します。皆さまのご利用を心からお待ちしております。

　1月4日㊍～1月18日㊍まで、本の福袋が登場します。どんな本が入っているかは、
開けてみるまでのお楽しみ。ぜひ、借りてみてくださいね。

本の福袋のお知らせ

（
投
稿
歓
迎
）

『
心
の
す
み
』

　

上
富
田
中
学
校　

三
年　

川
口　

平
太



　
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
活
動
と

は
、
春
と
秋
の
年
二
回
、
本
校

の
三
・
四
年
生
が
花
苗
の
植
え

か
え
作
業
を
行
う
取
り
組
み
に

な
り
ま
す
。

　
春
に
行
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ

ン
活
動
は
、
当
初
予
定
し
て
い

た
日
が
雨
の
た
め
延
期
に
な

り
、
予
備
日
の
六
月
八
日
も
雨

が
降
り
出
し
た
た
め
に
急
慮
、

体
育
館
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷

い
て
行
い
ま
し

た
。

　

秋

の

フ

ラ

ワ
ー
タ
ウ
ン
活

動
は
、
予
定
通

り
十
月
十
九
日

に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
園
芸
委
員
会

担
当
の
長
野
先

生
指
導
の
下
、

九
月
か
ら
パ
ン

ジ

ー

や

ビ

オ

ラ
、
な
で
し
こ

等
の
種
を
ま
い

て
、
手
間
暇
を

か
け
て
花
苗
を

育
て
て
き
ま
し

た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
タ

ウ
ン
活
動
当
日
は
、
秋
日
和
の

下
、
保
護
者
を
初
め
、
教
育
委

員
会
や
地
域
の
方
々
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ
き
、
立
派
に
成
長

し
た
花
苗
を
黒
ポ
ッ
ト
に
植
え

か
え
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
に
引

き
続
き
、
熊

野
高
校
の
生

徒
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。

三
・
四
年
生

は
、
お
手
伝

い
に
来
て
い

た
だ
い
た
皆

さ
ん
と
交
流

し
な
が
ら
花

苗
の
植
え
か

え
作
業
に
取

り
組
み
、
二

時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
手
伝
い
に
来
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
活
動
の
終

了
後
、
五
・
六
年
生
も
花
苗
の
植

え
か
え
を
行
い
、
さ
ら
に
た
く

さ
ん
の
花
苗
を
育
て
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
十
二
月
初
旬
、
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ま

や
保
護
者
の
方
々
に
育
て
た
花

苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

学 学 
校校

紹紹

介介

「
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
活
動
」

生
馬
小
学
校
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◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

　上富田町では、高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大学に進学、在学し奨学金の貸与
を希望する方を対象に、下記のとおり募集を行います。

上富田町教育奨学金の貸与を希望される方へ令和６年度

無利子
貸 与

問 上富田町教育委員会事務局　学校教育班（奨学金担当） ☎ ０７３９-４７-５９３０

　　＊校内で締め切り日を設けている学校もありますので、直接、学校の奨学事務担当者に問い合わせてください。

募 集 期 間

応 募 資 格

 １月９日㊋～２月２９日㊍

上富田町に住所を有し、貸与が必要と認められる方

貸 与 期 間 正規の在学期間中（毎年更新手続きが必要となります。）

卒業後6ｶ月を経過した翌月より貸付期間の2倍に相当する期間、口座振替で償還

（例）高校3年間（36ｶ月分）貸付を受けた場合、月額5,000円を6年間(72ｶ月)で償還

（例）大学4年間（48ｶ月分）貸付を受けた場合、月額15,000円を8年間（96ｶ月）で償還

申 請 方 法

申請書類の提出

貸与月額（予定） 高等学校 　　　　　　　　　　　　　　　　　１０,０００円

専門学校・短期大学・大学等 　３０,０００円

　現在、在学している学校で申請書類を受け取り、必要書類を作成の上、学校の奨学事務担当

者までご提出ください。（上富田町教育委員会においても、書類配布・受付ができます。）

そ　の　他 　算定基準額を設けております。算定基準額が世帯により異なりますので、一度お問い

合わせください。なお、貸付認定につきましては、規則に基づき審議会の審議のもとに

貸付可否が決定されますので、ご了承ください。

償 還 方 法

イ，奨学生願書【本人および連帯保証人２名の署名・捺印が必要です。】

　　　＊連帯保証人２名のうち１名は奨学生の父母等を定めてください。

　　　　 もう1名は、奨学生の父母等と同一世帯以外の方です。

ロ，奨学生推薦書【在学する学校にて記入してもらってください。】

ハ，成績証明書【在学する学校に申請してください。】

ニ，所得課税証明書【奨学生と同一世帯で所得のある者全員および連帯保証人】

　　　＊同居している兄弟姉妹等の所得課税証明書は必要ありません。



　
12
月
19
日
、
稲
葉
根
王
子
跡

に
世
界
遺
産
記
念
の
石
碑
が
設

置
さ
れ
、
除
幕
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
稲
葉
根
王
子
跡
は
、
八
上
王

子
跡
と
と
も
に
２
０
１
６
年
に

世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
に
追
加
登
録
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
記
念
す
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
で
、
八
上
王
子

跡
と
共
に
世
界
遺
産
記
念
石
碑

の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
県
内
外
に
発
信

し
、
ま
た
地
域
の
宝
と
し
て
後

世
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
文
化
財
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

問 
教
育
委
員
会
事
務
局
　

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 　
生
馬
小
学
校☎４

７
‐
０
１
２
６

　
朝
来
小
学
校☎４

７
‐
０
０
４
０

　
岩
田
小
学
校☎４

７
‐
２
１
２
０

　
岡
小
学
校☎

４
７
‐
２
０
２
７

　
市
ノ
瀬
小
学
校

☎
４
８
‐
０
３
３
４

　
上
富
田
中
学
校

☎
４
７
‐
０
０
５
３

　
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

就
学
援
助
の
ご
案
内

-10-

稲
葉
根
王
子
跡
に

世
界
遺
産
記
念
石
碑
が

　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
！

公民館からのお知らせ

◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

問教育委員会事務局(市ノ瀬公民館担当)　☎４７-５９３０
市ノ瀬公民館(㊊・㊌・㊎) ☎４８-０３６６

生馬公民館

　  2月10日㊏・11日㊐
　  生馬公民館
　  生馬地区に在住する方および
　  生馬公民館サークル等

生馬公民館作品展

問教育委員会事務局（生馬公民館担当） ☎４７-５９３０
生馬公民館(㊊・㊌・㊎) ☎４７-２８８１

市ノ瀬公民館

中央公民館

　  2月18日㊐
　  市ノ瀬公民館

　  市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方および

　  市ノ瀬公民館サークル等

市ノ瀬公民館作品展

新春囲碁大会　参加募集

問教育委員会事務局（朝来公民館担当） ☎４７-５９３０
朝来公民館(㊍・㊐・㊗を除く) ☎４７-０５４５

朝来公民館

　  2月10日㊏・11日㊐
　  朝来公民館（朝来コミュニティセンター）
　  朝来・岩崎・南紀の台地区に在住する方および
　  朝来公民館サークル等

朝来公民館作品展

岩田公民館作品展

問教育委員会事務局（岩田公民館担当） ☎４７-５９３０
岩田公民館(㊊・㊌・㊎) ☎４７-２０２０

岩田公民館出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

時

場

対

時

場

対

時

場

対

　  2月17日㊏・18日㊐
　  岩田公民館

　  岩田・岡地区に在住する方および

　  岩田公民館サークル等　小学生・幼稚園・保育所　ほか

時

場

対

時1月28日㊐　受付：8時45分から　開会：9時30分　 終了：15時30分頃（予定）
場市ノ瀬公民館

問教育委員会事務局　☎４７-５９３０

費

申

1,500円（昼食代含む。当日集金）

1月18日㊍までに、下記へお電話でお申し込みください。今回はA級、B級の2部門になります。



朝来公民館

岩田公民館

１１月１５日、２９日の連続講座として、手芸教室を

開催しました。講師は、編み物を愛する丹田台の浅

井広美さんにお願いしました。今回作るのはパンダ帽

子、１歳から３歳ぐらいまでの子どもさん用のもので

す。参加者は８名、お孫さんや

曾
ひまご

孫さん、知り合いの子どもさ

んに作ってあげたいという方々

です。

初日は土台の

帽子作りです。

編み図を見て、す

いすいと編み進

める人もいれば、

１１月１４日、岩田で弁当店を営まれている立岩すが

子さんを講師にお迎えして、クッキング教室を開催。

　萩原公民館長の「皆さんは、毎朝忙しい中作る弁当

や楽しいピクニックに行く時の弁当など、いろいろ作ら

れていると思います。今日は専門の先生から教えてい

ただく機会を得ました。今までとは一味違った弁当作

りを楽しんでください。」とのことばで始まりました。

　参加者１６名は、４人ずつ４つのテーブルに分か

れ、先生の丁寧な説明やアドバイスを聞き、時には用

意してくださったレシピのプリントを参考にしながら、

（１）高野豆腐とミンチのはさみ揚げ、（２）高野豆

腐の甘酢、（３）大根サラダ、（４）なすの味噌チーズ、

１１月１７日、３８名で京都嵐山を訪れました。

岸和田ＳＡに着く頃には夜来の雨も上がり、行楽日

和に恵まれた京都観光となりました。現地でガイドさ

んと合流し、最初に大覚寺を訪ねました。

平安初期、嵯峨天皇がこの地に離宮嵯峨院を建立

されたのが大覚寺の前身であり、弘法大師空海を宗

祖とする真言宗大覚寺派の総本山です。

回廊を進みながらガイドさんの説明を聞き、諸堂を

巡りました。御
み え

影堂
どう

や勅
ちょくし

使門
もん

、狩野山楽筆の襖絵が

参加者には特に印象深かったようでした。

境内東側に広がる現存する日本最古の庭池といわ

れる広沢池を背景に集合写真。

昼食は渡月橋近くのレストランで済ませ、嵐山散策

ほぼ初めてで輪

編みのスタートか

らつまずいている

人もいて、先生は

あっちへこっちへ

大忙しでした。全員なんとか帽子の形に編みすすめる

ことができるようになり、帽子部分の残りは自宅で編

んでくることとなりました。

さて、２日目はいよいよ顔のパーツを作ります。鼻先

や目、耳は黒の毛糸で編むのですが、これが編み目が

見えづらくて難関でした。先生も「見えにくいから大

体でいいよ」と言ってくれ、何とか編みすすめていきま

した。予定の時刻を過ぎるまでがんばりましたが完成

までは至らなかったので、パーツの付け方の説明を聞

いて、残りは各自自宅で完成させることになりました。

でき上がりが楽しみです。

（５）ネギ入りたまご焼きの５品をそれぞれ手際よく

仕上げていきました。

肉や野菜など栄養バランスのとれた彩りも良く食欲

をそそるおかずがカラフルなカップに入り、その横に

ご飯を入れてお弁当が完成。

最後に先生から「今日得たものがあったら嬉しいで

す。家でも食材を変えるなりアレンジして作ってみては

どうでしょうか。」とのお話があり教室を終えました。

参加者からは

「おいしそう。早

く味わってみたい

です。」、「今日の

ようにできるかわ

かりませんが、家

でも作ってみま

す。」との声が聞かれました。

の自由時間。ガイドさんが驚きの声を上げるほどのた

くさんのお土産を購入し、華厳寺へ。

華厳寺は四季を通じて鈴虫の音色を聞くことがで

き通称「鈴虫寺」として有名です。また、住職による話

術巧みな「鈴虫説法」は人気を博しています。

平成２６年

に史跡巡りで

当寺を訪 れ

た参加 者も

今 回 多く応

募されました

が、ありがた

い説 法に聞

き入っていました。次は説法で語られたお言葉です。

楓葉経霜紅（ふうようはしもをへてくれないなり）

手 芸 教 室  〜パンダ帽子を作ろう〜

クッキング教室
「おいしいお弁当を作ろう」
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秋の京都へ史跡めぐり  生馬公民館



後期グラウンド・ゴルフ大会を、１１月１２日に南紀

の台フレンズグラウンド・ゴルフ場にて開催しました。 

始まる前は小雨模様

で心配しましたが、プ

レー開始時には雨も上

がり、後半には青空がま

ぶしいくらいのグラウン

ド・ゴルフ日和となりました。

天気とともにスコ

アも向上、なんと、参

加者の半数がホール

インワン賞を獲得し、

グラウンドは拍手と歓

声に包まれました。

★大会結果（敬称略）

総合優勝　石黒 勝喜     　　　　（　）は確定打数

※順位は、オフィシャルルールによって決定

　１０月２９日（日）に通学合宿にかわる岩田っ子交

流会を岩田公民館で、１１月２６日（日）には岡っ子交

流会を岡小学校に隣接する上富田町農業構造改善セ

ンターと体育館で実施しました。（いずれも６年生の

希望者、主催は岩田公民館）

　主な学びの場を岩田っ子は「上岩田の獅子舞公演

の鑑賞と体験」、岡っ子は「普大寺住職の吉田拙堂氏

による坐禅体験と間もなく中学生になる６年生として

心がけたいことのお話を拝聴」、そして両交流会とも

に「地域の方から学ぶ食事作り」としました。

　獅子舞体験では、子どもたちが獅子舞団の方と一

緒に元気よく舞い、坐禅体験では、背筋を伸ばし手を

合わせ真剣に取り組む姿が見られました。

　食事作りで

は 安 全を 最

優先に、地域

の方から食器

や食材の洗い

方、野菜の切

り方（包丁の

扱い方）、煮

方などについて

指導と協力をい

ただき、おいし

いカレーと野菜

サラダが出来

上がりました。

　両交流会で

行ったビンゴ

ゲームと新田賢治さんによるマジックショーでは、拍

手や歓声、明るい笑顔が見られました。自由時間に

は、友達とゲームなどをして過ごし、最後に一日を振

り返り「ひとこと感想」を提出して終了。

　活動を通して、日頃お世話になっている人々や親

に対する感謝の心が育まれるとともに、獅子舞体験

では地域の伝統文化への理解が深まり、坐禅体験で

は心が鍛えられると感じられた体験となりました。ま

た、より一層、何事に対しても真剣に向き合う態度や

友達と仲良く協力し合うことの大切さについて気づい

たのではと思います。

　地域の協力を得た公民館事業として、思い出に残る

実りの多い楽しい交流会となりました。

今回は「斧
おの

（別称:よき）・鉈
なた

」について紹介します。

現在、これらを所

有している方は珍し

いと思われますが、

昭和４０年代頃まで

は、一般家庭での

必需品でした。

若い人たちは、金

の斧、銀の斧が出てくる童話でしか知らないかもしれ

ませんが、ガス釜や電気釜等が普及するまでは、燃料

として木材を薪にするのに使われていたからです。

斧とは、立ち木を切り倒したり、丸太を割ったりする

のに使われる刃物です。（写真左・右上２本）

鉈とは、主に枝打ちや薪をつくるのにつかわれる刃

物で、先に鼻（突起）のあるものが多く鳶
とびなた

鉈と呼ばれ

ています。（写真右下２本）

この鳶鉈の突起物は、刃が地面に直接当たらないよ

うになっていて、小枝などを引き寄せたりするのに役

立ちます。　　　　　　　参考　『日本民具事典』

問 教育委員会事務局　☎４７－５９３０

後期グラウンド・ゴルフ大会

 実りの多かった岩田っ子交流会と岡っ子交流会

『上富田町郷土資料館』の紹介⑱

朝来公民館

岩田公民館

男子の部 女子の部

優  勝 石黒　勝喜（49） 田上　節子 (54) 

準優勝 花村　紘一（55） 畑地　妙子 (55) 

３  位 畑地　秀哉（56） 杉谷つみ子 (60) 

坐禅体験（岡っ子交流会）

-12-

斧 ・ 鉈

上岩田の獅子舞体験（岩田っ子交流会）
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情
報
発
信
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
上
富
田
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
は
じ
め
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
や

In
stag

ram

・
Ⅹ
（
旧T

w
itter

）
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
・
防
災
情
報
、
子
育
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
暮
ら
し
に
関
わ
る

様
々
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
表
紙
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光
班
　（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
収
集
車
の
荷
室
内
で
資
源
ご
み
を
圧
縮
し
た
際
に
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
等
に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
に
引
火
し
た
と
思
わ
れ
る
事
案
が
例
年

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
は
、
車
両
だ
け
で
な
く
、
処
理
施
設
、
収

集
を
行
う
作
業
員
や
地
域
住
民
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

ほ
か
、
人
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
故
に
発
展
し
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
ご
み
で
出
す
方
法
に
つ
い
て

は
、
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班
（
②
番
窓
口
）
☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

①
何
が
あ
っ
た

②
ど
こ
で

③
い
つ

④
犯
人
は

⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
る

⑥
あ
な
た
の
お
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
は

※
通
信
指
令
室
の
警
官
が
、
順

　
番
に
聞
い
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
、
教

　
え
て
く
だ
さ
い
。

　
最
寄
り
の
警
察
署
か
警
察
相

談
窓
口
へ
！

警
察
相
談
窓
口
電
話 

０
７
３
‐
４
３
２
‐
０
１
１
０

ま
た
は
　
＃
９
１
１
０

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ

い
て
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

自
衛
官
候
補
生

募
集
案
内
・
採
用

説
明
会

110
番
は
緊
急
通
報
電
話

イ
タ
ズ
ラ
電
話
は
絶
対
に
ダ
メ
！

あ
わ
て
な
い
問
い
合
わ
せ
や

相
談
な
ど
は
？

募集種目 受付期間 試験日等 試験会場等

自衛官
候補生

１月試験

1月11日㊍
まで

WEB 試験　
1月14 日㊐～17日㊌

自宅等
※ネット環境
が良好な場所

面接・身体検査
1月20 日㊏

和歌山地方
協力本部庁舎

自衛官
候補生

２月試験

2 月 8 日㊍
まで

WEB 試験
2 月11日㊐～14 日㊌

同上
面接・身体検査
2 月17日㊏

採用
説明会

実施日の
前日

18 時まで

1月15 日㊊～ 31日㊌
13:00 ～18:00
　※土日除く

田辺地域
　　事務所
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110
番
通
報

「
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

   
欲
し
い
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
届
く

　

  
利
用
し
よ
う
！　

Ｓ
Ｎ
Ｓ

１
月
10
日
は

110
番
の
日

１
月
10
日
は

110
番
の
日

‐
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方
‐
注
意
！



　

　

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
11
月
分
）

朝

来

朝

来

南
紀
の
台

朝

来

朝

来

田
辺
市

市
ノ
瀬

朝

来

生

馬

朝

来

市
ノ
瀬

山
本
　
京
子

長
谷
川
正
人

上
嶋
は
な
子

𠮷
田
　
　
直

堀
　
　
順
子

畑
平
　
君
代

池
田
　
　

井
谷
　
す
ま

酒
井
　
富
江

古
芝
　
孝
昭

立
岩
佳
都
二

85
歳

61
歳

65
歳

85
歳

78
歳

95
歳

89
歳

93
歳

91
歳

77
歳

67
歳

（
祐
喜
・
香
留
）

（
大
作
・
紋
加
）　

（
澪
音
・
優
理
菜
）

（
実
生
・
恵
里
）　

（
和
季
・
み
ど
り
）

（
政
斗
・
佑
子
）　

（
成
記
・
稜
佳
）　

（
志
龍
・
杏
果
）　

（
通
・
侑
貴
惠
）　

（
正
・
真
喜
）　
　

（
龍
青
・
凜
）　
　

生

馬

市
ノ
瀬

南
紀
の
台

朝

来

市
ノ
瀬

上
富
田
町

生

馬

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

朝

来
岡

森も
り
た田

　
美み

ゆ結

椿つ
ば
き
や
ま山

　
結ゆ

な菜

町ま
ち
だ田

　
彩い

ろ
は花

東ひ
が
し
や
ま山

実み

の

り
乃
里

城し
ろ
た田

　
葵あ

お
と翔

小お
ぐ
ら倉

　
颯は

や
と斗

湯ゆ
も
と本

　
流り

ゅ
う
た太

後
う
し
ろ　
亜あ

ず

さ
朱
紗

森も
り

　
　
瑞み

ず
き葵

玉た
ま
だ田

　
喜き

ほ歩

岩い
わ
も
と本

　
凌り

つ斗

福
田
　
圭
佑

湯
川
　
晃
代

南
紀
の
台

み
な
べ
町

｛

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◆
納
期
限
　

　
１
月
31
日
㊌

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

上富田町の人口と世帯数
令和5年 11月末現在

前月比
総 数 15,724 人 +4

男 性 7,521 人 -3

女 性 8,203 人 +7

世帯数 7,530世帯 +8

-14-

　
厚
生
労
働
省
の
「
人
口
動
態

調
査
」
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の

「
不
慮
の
溺
死
お
よ
び
溺
水
」
に

よ
る
死
亡
者
数
は
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、近
年
で
は
「
交

通
事
故
」
に
よ
る
死
亡
者
よ
り

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
生
場
所
と
し
て
は
、
家
や

居
住
施
設
の
浴
槽
に
お
け
る
事

故
が
多
く
、
11
月
か
ら
４
月
の

冬
季
を
中
心
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

高
齢
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
の
方
な
ど
周
り
の
方
も
一

緒
に
な
っ
て
入
浴
習
慣
を
見
直

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
寒
い
日
に
、
暖
か
い
部
屋
か

ら
寒
い
ト
イ
レ
に
入
っ
た
り
、

寒
い
脱
衣
場
や
浴
室
か
ら
急
に

暖
か
い
お
風
呂
に
入
っ
た
り
す

る
と
、
血
圧
が
急
激
に
変
化
し
、

失
神
、
不
整
脈
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
急

激
な
温
度
変
化
が
身
体
に
及
ぼ

す
影
響
を
、「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
い
い
ま
す
。

⑴
　
入
浴
前
と
入
浴
後
に
水
分

を
補
給
す
る
。

⑵
　
食
後
す
ぐ
の
入
浴
や
、
飲

酒
後
は
入
浴
し
な
い
。

⑶
　
入
浴
前
に
脱
衣
場
や
浴
室

を
暖
め
て
お
く
。

⑷
　
湯
温
は
41
度
以
下
に
す
る
。

⑸
　
浴
槽
に
浸
か
る
前
に
、
足

元
か
ら
心
臓
に
向
か
っ
て

順
に
、「
か
け
湯
」
を
す
る
。

⑹
　
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が

ら
な
い
。

⑺
　
浴
室
に
手
す
り
を
付
け
る
。

⑻
　
家
族
に
一
声
掛
け
て
か
ら

入
浴
す
る
。

　
　
　
家
族
の
方
は
時
々
、
声

を
か
け
て
様
子
を
見
る
。

田
辺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
に

つ
い
て
」

田
辺
市
消
防
本
部

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

冬
季
に
多
発
す
る

　
　
　
　
入
浴
中
の
事
故

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・

救
助
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

１
月
19
日
㊎

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

１
月
16
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 
西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
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物価高騰対応重点支援交付金　かみとんだ地域元気活性化商品券支給事業

物価高騰対応重点支援交付金　低所得世帯支援枠に関する給付金支給

　物価高騰の影響を受けた町民への生活支援と町内での消費行動の喚起を促進し、地域

経済の活性化を図るため、かみとんだ地域元気活性化商品券支給事業を実施します。

　国の施策により、物価上昇の影響を特に受ける低所得世帯を支援するため、令和５年度

の住民税が非課税である世帯に７万円を支給します。

事業内容…

商品券利用可能登録店舗の募集

上富田町が発行する「上富田町地域元気活性化商品券」を

対象世帯… 基準日（令和５年１２月１日）において世帯全員の令和５年度住民税が

非課税である世帯

※ただし、世帯全員が住民税課税者から扶養されている場合は対象外）

申請方法…

対象者… 令和６年１月１日現在、上富田町に住所を有する全町民

支給方法… １世帯あたり７万円（口座振込）

申請期限… 令和６年２月29日まで

商品券の概要

配布期間… ３月上旬から４月上旬にかけて順次、郵便局のゆうパック（対面受取）により、

配布いたします。

町民一人当たり４，０００円分支給します。

●商 品 券

●使用期間

●利用店舗

町民１人に4,000円（1,000円券×4枚）

令和6年4月1日㊊　～6月28日㊎
上富田町地域元気活性化商品券取扱店として登録のある店舗

…

…

…

●登録を希望される方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

●ご不明な点は、下記までお問い合わせください。

上富田町役場　振興課　企画・商工観光班　☎0739-34-2370問

上富田町役場　福祉課　福祉班　☎0739-34-2373問

対象となる世帯には、令和６年１月以降に「確認書」を送付しますので、返信用封

筒に入れて返送をお願いします。

※令和５年１月２日以降に上富田町に転入された世帯には、令和６年１月以降に

申請書類一式を郵送します。対象となる世帯は、令和５年１月１日時点で居住し

ていた市区町村の『非課税証明書』を添付し、返信用封筒に入れて返送をお願

いします。


